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　白山の弥陀原より高所に生息する地上性甲虫については,中根(1961),高羽(1970)及び富樫(1977)

らにより５種が報告されており, 1978年には，石川県環境部発行の｢白山弥陀原の保護と復元」とい

う報告書の中で, 10種の地上性甲虫類が記録されている。しかし，石下にひそむ昆虫類に関する報告

は，ほとんどないといってよいであろう。

　筆者は, 1978年９月，弥陀原の復元に関する基礎調査の一環として，石下にひそむ昆虫類の調査を

行ない，若干の知見を得たのでここに報告する。

調　査　方　法

　調査は，弥陀原の復元に関する基礎的資料を得る目的であったため，もっとも原始的で，かつ非能

率的な，石をおこして探す方法を用いた。しかし，おこしにくい石や，斜面にある石は，調査の対象

から除外した。

調査結果と考察

　今回の調査で得られた昆虫は，地上性甲虫類も含め20種であった（第１表）。

　この中 で，Saldula saltatoriaミズギワカメムシ, Damaster blaptoidesマイマイカブリ，

Anisodactylussignatusゴミムシ, Philonthus japonicusクロコガシラハネカクシ, Synetaadamsi

カバノキハムシ, Scepticusinsularisクワとヨウタンゾウムシの６種は,平地にも生息している分布範

囲の広い広分布種であった。またNebria sadona サドマルクビゴミムシ,Pterostichussubovatusマル

ガタナガゴミムシ,Synuchus cydoderus クロツヤヒラタゴミムツは，別当出合や市瀬でも採集されて

いる山地性の種であった。

　これに対し. Nipp チビマルクビゴミムシ, Nebria ochoticaクロマルクビ

ゴミムシ, Trechus vicariusオンタケチビゴミムシ, Agonum charillusオンタケヒメヒラタゴミムシの

４種は，弥陀原より高所でのみ採集された。このうちチビマルクビゴミムシとオンタケチビゴミムシ

の２種は，白山のほかは立山，穂高岳，乗鞍岳や御岳の高山帯にも生息することが報告されているた

め，この２種は，本州における高山種ということができよう。しかし，クロマルクビゴミムシとオン
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タケヒメヒラタゴミムシの２種は，三ノ越や畜生谷でも採集されているため，亜高山性の種といって

よいであろう。

　Harpalus fuliginostisミヤマゴモクムシは,1個体得られたに過ぎないが，白山では前２種に似た分

布をしているものであろうと推察している。

　Carabus exilishakusanus ハクサンクロナガオサムシは，白山々系から知られている種で，その垂直

的な分布範囲はかなり広いが，個体数は多くなかった。

　Myrmica kurokiiクロキクシケアリ, Hypolithusmotschulskyiミヤマヒサゴコメツキ, Bembidion



遠藤:白山スーパー林道周辺の土壌動物調査（予報）

sp.の３種は,弥陀原より高所の石下より採集したが，クロキクシケアリは三ノ越でも採集しているた

め，垂直的な分布範囲は広いものと考えられる。

　今回の調査で採集できた20種のうち，チビマルクビゴミムシ，オンタケチビゴミムシ, Bembidion

sp.の３種の個体数は多かった。しかし，この３種でも，弥陀原や室平の登山道や，登山者の休憩場所

で石をおこしても，その姿を見出すことは出来なかった。この事は，登山道の石や休憩場所の石は，

登山者の踏圧や石の移動により，虫のひそみ得る状態になかったことを示すものであろう。

　これに対し，室平に続く万才谷，そして平瀬道沿いの石の下には虫が少なく，見出される種類も，

クロマルクビゴミムシ，ミヤマヒサゴコメツキ等２・３種に過ぎなかった。これは，登山道をはなれ

た高山草原の中にある石の下でも，同様であった。

　このように両地域における石下の昆虫相の差異は，何にもとづくものかをはっきりさせることは出
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来なかった。しかし，森本・長谷川（1973）の行なった乗鞍岳における土壌層甲虫群集の調査によれ

ば，高山帯でチビマルクビゴミムシやオンタケチビゴミムシの出現頻度は，環境の破壊されていない

場所よりも，破壊された場所の方が高かったという。

　この点から判断すれば，弥陀原や室平は，平瀬登山道周辺よりも環境破壊が進んでいると推察する

ことが出来よう。

ま　　と　　め

1.弥陀原より高所の石下にひそむ昆虫類20種を記録した。

2. 20種のうち，高山性の昆虫はチビマルクビゴミムシとオンタケチビゴミムシの２種であった。

3.弥陀原や室平の石下にひそむ昆虫類は，平瀬登山道周辺の石下にひそむものより多かった。
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